
　

　　　　　

先日、きりん組で春の植物を使った色水あそびをしました。始めは、「なんの花を

使えばいい～？」「どうやったら色が出る～？」と分からないことがたくさんあった子

どもたちでしたが、友達や先生と一緒に考えると「僕がぱんださんの時に、らいおん

さんときりんさんは、あみあみのやつを使って、ゴシゴシして～…」と昨年の経験を思

い出し、友達に伝えてくれました。実際にやってみると、きれいな色が出て、みんな

で「すごーい！」と嬉しそうにする姿がみられました。また、つぶしても色が出るけど、

ゴシゴシ擦ったほうが色が出るという気づきがありました。

お兄さん、お姉さんの姿から遊びを学び、

真似をしたり、自分たちなりに工夫して遊ぶ

姿を見ることができました。この気づきや

経験が次の遊びに活かされ、生活にも

繋がっていくのではないかと思います。

子どもたちが夢中になれる遊びを一緒に

見つけ、楽しみたいと思います。

はるをみーつけた！！

１日（金） 子どもの日お祝い会

１２日（火） 尿検査（うさぎ組以上） 予備日：１５日（金）

１４日（木） 保護者総会 １９時～

２１日（木） 田植え体験㏌鳥上（らいおん組） 予備日：２２日（金）

５月の よこたこども園 行 事 予 定

幼保連携型認定こども園 よこたこども園

よこたこども園だより
Ｎo.１ 令和８年４月２０日発行 赤：園行事

青：他園交流

緑：保護者参加

８日（金） すくすく子どもの日

１３日（水） みんなで遊ぼう

１４日（木） 母乳相談会

１６日（土） 子育て支援センター 開放日

１８日（月） 子育て支援センター 休館日

２２日（金） 子育てひろば（こども園）

２４日（日） 子育て支援センター 開放日

２５日（月） 子育て支援センター 休館日

よこた支援センター 開設時間

９：３０～１５：３０ （月～金）

《今月の健診》

４月２３日（木）

４.５ヶ月児健診･･･令和７年１１月・１２月生

７.８ヶ月児健診･･･令和７年８・９月生

１０.１１ヶ月児健診･･･令和７年５・６月生

５月２１日（木）

３歳児健診･･･令和４年９・１０月生

６月１１日（木）

１歳６ヶ月児健診･･･令和６年１０・１１月生

５月のよこた子育て支援センター行事

６月の予定
２日（火） おにぎり太郎さんと田植え交流（きりん・らいおん組）

５日（金） 親子遠足 （ぱんだ・きりん・らいおん組）

幼保連携型認定こども園 よこたこども園 が

開園しました！

横田幼児園、横田幼児園八川分園、馬木幼児園の３園を統合した幼保連携型認定こ

ども園 よこたこども園が開園し、２日に除幕式と開園式を行いました。元気よく歌をう

たい、みんなでお祝いをすることができました。これから、よこたこども園でたくさんの思

い出を作っていきたいと思います。

友達や先生と一緒に満開の桜が咲く中、横田の町へお散歩に出

かけたり、春の植物や生き物を見つけたりしました。

ぽかぽか心地よい天気の中、友達と手を繋いで歩いたり、散歩車

に乗って鳥のさえずりやカエルの声を聞いたりしましたよ。つくしを

とって調理の先生に佃煮にしてもらって味わったクラスもありました。

五感を使って春を感じることができました。

幼保連携型認定こども園

よこたこども園

奥出雲町横田１１２５

TEL（0854）52-2296（20）

４月の保育目標

「新しい環境に無理なく慣れる」

よこたこども園となり、新たな仲間が増え、にぎ

やかに新年度がスタートしました。昨年度より１つ

大きなクラスでの生活にドキドキ・わくわくする姿

や新しい保育室や担任に緊張し不安な表情が見

られた子どもたちです。さまざまな気持ちを受け止

めながら、一人一人の子どもたちを見守っていき

たいと思います。一緒にあそんだり、ふれあったり

しながら、ゆったりと落ち着いた雰囲気の中で少し

ずつ新しい生活や環境に慣れていけるよう、支え

ます。

まなびの芽

福祉サービス・保育に関することへのご意見・ご要望な

どの受付をしています。

〇苦情受付担当者･･･ 教頭 若槻紀子

〇苦情解決責任者･･･ 園長 福田充雄

〇第三者委員 ･･･ 安部純生 （0854-52-1836）

若月薫 （0854-53-0130）

この「よこたこども園だより」は個人情報保護法に基づき

保護者の同意を得て、保護者以外の下記の方に配布し

ています。

町議会常任委員 横田地域各地区民生委員

民生児童委員 横田高校 横田中学校

横田小学校 横田地域各地区駐在所

第三者委員 横田地域各地区公民館

さくらってどんなにおい

かな～？

つくし みつけた～！！

子どもたちは日々の遊びの中で、さまざまなことを感じ、考え、学んでいます。

友達との関わりや、試したり工夫したりする経験を通して、自然と力を身につけて

いきます。

こうした遊びの積み重ねが、学びの土台となり、やがて小学校での生活や学習へ

とつながっていきます。

今年度は子どもたちの日々のあそびの姿をまなびの芽と題して毎月紹介していき

たいと思います。

４月２日、たくさんのみなさんにご祝福いただいて、「仁多学園幼保連携型認定こども園よ

こたこども園」が誕生しました。よこたこども園においては、奥出雲町教育大綱に示された「奥

出雲の豊かな環境を活かし、想像力や判断力などの人格形成に基礎となる資質能力を養

う」ことを基本理念として「ふるさとに学び、夢に向かって、たくましく生きぬく子どもの育成」を

教育目標に、「やりきるこども」を合言葉にして保育教育活動を展開します。

幼児期の子どもは特性や得意・不得意によって、出てくる姿はさまざまです。乳児期から

就学までの期待される姿につながる成長の芽を見つけ、ひとりひとりの発達にあわせた援助

や働きかけをしていきます。特に三つの「タイリョク」、即ち強い体つくり（体力）、みんなとつな

がる連帯つくり（帯力）、つらいことも辛抱して挑戦する（耐力）を育てることを目指します。こ

れらの具体的な姿をイメージしながら、「教える」のではなく、子どもが自発的に遊びに向か

い、存分に遊び込める環境を作ることを心がけていきます。小学校以降も子どもが持つ資質

や能力を育んでいける学びの土台を作るよう、職員一丸となって取り組みます。

子どもたちは、わたしたち大人の姿を見て育ちます。優しく、ときに厳しく、愛情を持って接

することで、子どもたちは多くのことを学び成長していきます。どんな小さなことでも、子どもた

ちの言葉に耳を傾け、気持ちを受け止める、そして、何かを達成した時には、共に喜び、しっ

かり褒めていくよう心がけます。子どもたちの元気と笑顔があふれる「こども園」となるよう、

皆様のご支援をよろしくお願いします。

さて、桜の時期が去ったかと思うとハナミズキが芽吹き、船通山ではカタクリが咲き始めま

した。最近は野の花が一斉に咲き、山の若い緑が早く目立つようになって、気候変動を目の

当たりに感じるようになってきています。といいながら爽やかないい時期になりました。この

機会に是非子どもたちを外へ連れ出し、野山や田の畔を歩いたり、田んぼ作業を経験させた

り、自然や人の営みの中へ連れ出してください。自然の中では「視覚」「味覚」「聴覚」「嗅覚」

「触覚」という人間にとって大切な五感が、自然環境がもたらす感覚刺激によって鍛えられる

といわれます。四季の移ろいで変わりゆく葉っぱの色・草花の香り・そよ風の音・ごつごつし

た地面の感触。こうした自然由来の五感刺激は、“ちょうどいい”やわらかな刺激を与えてく

れます。ただ自然の中に身を置くだけでも、幼児期に必要な刺激を受けて五感が鍛えられま

す。ご家族でいい時間を過ごしてくださることを願っています。

園長：福田充雄




